
 

 

教育委員会会議録（１０月定例会） 
 

 

 

日  時       令和４年１０月２７日（木） 

           午後１時３０分から午後２時まで 

 

場  所       日立市役所 ３０４・３０５号会議室 

 

出席委員       教育長職務代理者            中村 雅利 

           委 員                 上村 由美 

           委 員                 朝日 華子 

           委 員                 小野 智久 

 

欠席委員       教育長                 折笠 修平 

 

委員以外の出席者   教育部長                松本 正生 

           理事                  窪田 康德 

           総務課長                松本 賢吾 

           学校施設課長              高瀬  稔 

           学務課課長               酒地 康彦 

           学校再編課長              渡邊 鏡子 

           生涯学習課長              信太  誠 

           スポーツ振興課長            玉置 伸一 

           指導課長                多田 賢一 

           指導課課長               佐川 正城 

           記念図書館長              赤津 光司 

           郷土博物館長              宮内 雅弘 

           北部学校給食共同調理場長        石川  渉 

           教育研究所長              横山 宏栄 

           総務課副参事(兼)庶務係長        西  勇人 

           総務課副参事(兼)計画財務係長      高橋美奈子 

           総務課主幹               澤田 貴子 

           総務課主事               佐藤 友香 

 



議  事 

 

 報 告 

 報告第１０号 教育委員会９月定例会の会議録について 

 

 議 案 

議案第３７号 日立市いじめ調査委員会委員の委嘱及び任命について 

 

 その他 

 (1) 令和５年度予算編成方針について  

 (2) 「ひたち発 ラジオ体操 それ♪ １ ２! ３!!」事業（第４弾） 

の実施結果について 

 (3) 令和５年度公設児童クラブの入所募集について 

 

  



会 議 の 概 要 

１  開  会  

教育長職務代理者 折笠教育長が所用により不在のため、進行を務めさせていただき

ます。 

ただ今から、教育委員会１０月定例会を開会します。 

 

本日は、傍聴希望者が１名おります。 

傍聴を認めてよろしいでしょうか。 

 

全 委 員 結構です。 

  

２  報  告  

報 告 第１０号 教育委員会９月定例会の会議録について 

教育長職務代理者 まず、報告第１０号について、御意見等はございませんか。 

 

全 委 員 特にありません。 

 

教育長職務代理者 それでは、本件については、承認されました。 

 

 

３  議  案  

議 案 第３７号 日立市いじめ調査委員会委員の委嘱及び任命について 

教育長職務代理者 

 

 

指 導 課 長 

 

 

 

 

 

 

教育長職務代理者 

 

 

全 委 員 

 

教育長職務代理者 

続いて、議事に移ります。 

議案第３７号について、指導課長から説明をお願いします。 

 

 日立市いじめ調査委員会委員は、令和４年１０月３１日をもって

任期満了となるので、新たに委員を委嘱及び任命するものでありま

す。 

 日立市いじめ調査委員会等条例第４条に基づき、委員の任期は２

年、令和４年１１月１日から令和６年１０月３１日までです。 

 委員は１０名で、全員再任です。 

 

それでは、議案第３７号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

異議なし。 

 

議案第３７号については、原案可決と決しました。 



４  そ の 他  

(1) 令和５年度予算編成方針について  

教育長職務代理者 

 

 

教 育 部 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、その他に移ります。 

その他(1)について、教育部長から説明をお願いします。 

 

初めに、景気の現状と先行きです。 

まず、国内経済につきましては、内閣府の月例経済報告によりま

すと、景気は、緩やかに持ち直しているとされております。また、

物価上昇による家計や企業への影響や、供給面での制約等に十分注

意する必要があるとの基調判断も示されております。 

次に、県内経済につきましては、水戸財務事務所の本年７月の経

済情勢報告によりますと、緩やかに持ち直しているとされておりま

す。 

さらに、市内経済につきましては、商工会議所の第１四半期の景

気観測によりますと、各業種とも依然として厳しい状況が続く見通

しとされており、ウクライナ侵攻など不安定な世界情勢、急速な円

安、新型コロナウイルス感染症などの影響により、本市経済の先行

きにつきましては、不透明感が強い状況が続いております。 

本市といたしましては、令和５年度も、市民生活を守り、地域経

済活動の回復を目指した施策を展開していくため、国内外の社会経

済情勢を的確に把握するとともに、前例にとらわれることなく、大

胆な対策を間断なく講じていく必要があると考えております。 

続きまして、本市の財政状況と収支見通しです。 

まず、歳入見通しにつきましては、令和４年度の市税収入は、対

前年度比１．５％増とした当初予算額を確保できる見込みであり、

また、令和５年度の個人市民税及び固定資産税につきましては、令

和４年度の当初予算額以上の水準を確保できる見込みでございま

す。 

さらに、ふるさと納税制度につきましては、寄附の累計額が  

１３５億４，０００万円となり、今後も貴重な財源として、更に確

保を図る必要があると考えております。 

次に、歳出見通しにつきましては、社会保障関連経費、扶助費が

増加しており、義務的経費も、当面、現在の水準が続くと見込まれ

ます。 

加えて、令和５年度においても、前期基本計画や第２期総合戦略

に基づく重要プロジェクトの着実な推進、新型コロナウイルス感染

症や物価高・原油高に対応した予算編成が求められることから、国・

県補助金などの特定財源の確保や既存事業の見直しなどを積極的

に進めながら、必要な施策を早期に実現できるよう、全庁一丸とな

って取り組む必要があると考えております。 

続いて、令和５年度予算編成の基本的な考え方及び基本方針で



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

まず、予算編成の基本的な考え方につきましては、「確かな未来

を築くための『持続可能な社会基盤づくり』」、「一段上の『市民フ

ァースト』の実現～すべては市民のために～」、「『市民生活の安定

性』と『行政の継続性』の確保」の３点といたしました。 

次に、予算編成の基本方針につきましては、同様に３点であり、

一つ目は「全庁一丸による戦略的な『人口減少特別対策』の実施」

でございます。この中では、特に子育て支援と若者・女性応援にス

ポットを当て、また、初めて人口減少特別対策本部枠を設け、地方

創生、人口減少対策への新たなチャレンジを明確化することとして

おります。 

二つ目は、「地域共創社会を目指す『前期基本計画』の着実な推

進」であり、若者応援、デジタル化の推進など、計画に位置付けた

施策や事業を着実に推進することの必要性を示しております。 

三つ目は、「ウィズコロナを見据えた『新型コロナ対策』の実施」

でございます。 

以上を踏まえまして、令和５年度の予算編成につきましては、「市

政運営ビジョン２０２３」に掲げました「市政運営の６本の柱」を

重点予算項目といたしました。 

このうち、第１の柱、「地方創生、若者・子育て支援」では、「全

ての子どもが健やかに育つことができる環境の更なる充実を目指

す」、「若者が挑戦・成長できる環境づくり等を進める」、「『教育は

日立市で』と思われる教育の実現を目指す」とともに、「生涯学習

の機会の更なる充実や、スポーツに親しむ環境づくりを進める」と

しております。 

また、第２の柱、「質の高い『安全・安心のまちづくり』」では、

「市民一人ひとりが、より一層、安全に、安心して快適に暮らすこ

とができるまちを目指す」、「市を挙げて次世代を担う子どもや子育

て世代を応援する」としております。 

第４の柱、「新時代の産業都市を目指す『産業振興』」におきまし

ても、「日立風流物などの『文化や歴史』を始めとする地域資源を

活用した取組により、にぎわいと活気があふれるまちを目指す」と

しております。 

現在、事務局では、御説明しました基本的な考え方、基本方針等

に沿い、令和５年度の事業について、予算要求の事務を進めており

ます。定例会などで委員の皆様からお寄せいただきました御意見を

参考とし、「日立市教育大綱」や「教育振興基本計画」に基づきま

して、教育行政の更なる充実に向け、予算編成を進めてまいります。

また、既存事業につきましては、結果を検証し、適切に評価した上

で、令和５年度へとつなげてまいりたいと考えております。 

 

 



委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

出生数が１，０００人を下回る状況が続いているということで、

事業の見直しや補助金削減など、痛みが伴うことが増えてくると思

います。そういった場合には、一方的に行うのではなく、事前に周

知したり、改善案を出してもらったりして、コミュニケーションを

取りながら進めていただきたいと思いました。 

また、働く女性が定住したくなる環境づくり、子どもを産んでも

仕事を継続できるような環境づくりが大切だと思いました。教育委

員会として、そういった女性を支援する施策の予算を確保していた

だきたいと思います。 

 

働く女性を支援する環境づくりや施策につきましては、予算編成

方針の重点項目に掲げている子育て支援にもつながってくるもの

であり、重要な視点であると認識しています。教育委員会としても、

放課後児童対策の推進などに取り組んでおりますが、引き続き、そ

のような視点も大事にしながら、必要な予算を確保し、取り組んで

いきたいと考えております。 

 

日立市の人口が１７万人を切ってしまい、人口減少対策も喫緊の

課題だと思います。これから、本格的に予算編成の時期に入ると思

いますので、教育委員会としても、そういうことを踏まえながら、

検討をお願いしたいと思います。 

 

 

(2) 「ひたち発 ラジオ体操 それ♪ １ ２! ３!!」事業（第４弾）の実施結果 

について 

教育長職務代理者 

 

 

生涯学習課長 

 

 

次に、その他(2)について、生涯学習課長から説明をお願いしま

す。 

 

本事業は、長引くコロナ禍における外出自粛による運動不足の解

消と健康増進を図るため、ラジオ体操に２０日間取り組み、その取

組をカードに記録した方へ、カードと引換えに啓発品を配布するも

のでございます。 

体操の実施期間は、夏休み期間中の４２日間でございまして、啓

発品交換期間は、８月２２日から３１日間、実施いたしました。  

今回は、前回の第３弾を２,０８３人上回る合計１万４,９４５人

の方に御参加いただき、更なる市民の運動不足の解消と健康増進を

図ることができたものと考えております。 

参加者の内訳ですが、男女別に見ると、前回同様、女性の参加者

が多い結果となりました。また、年齢別に見ると、前回同様、７０

代の参加が最も多い結果になりました。  

啓発品の交換結果につきましては、最も多かったのは、前回同様、



４５リットルのごみ処理袋でした。 

続きまして、アンケートの結果でございます。今回は２問の調査

を行いました。１問目は、当該事業への取組回数を尋ねたもので、

今回初めて取り組まれた方が３,１８９人いらっしゃるということ

が分かりました。また、２問目では、新たな啓発品のアイデアを募

集いたしました。 

今回の事業結果を踏まえまして、今後ともラジオ体操の普及促進

に取り組んでまいりたいと考えております。 

続きまして、ラジオ体操普及事業の関連で、第２回日立市長杯ラ

ジオ体操コンクールについて、御説明をさせていただきます。 

１１月１９日の土曜日、池の川さくらアリーナにて開催いたしま

す。時間は、午前９時から正午までを予定しております。 

応募状況でございますが、小学生の部、中学生の部、高校生・大

学生の部、一般の部の４部門全体で５０団体、１,０７８人の方か

ら応募がございました。今後、審査等を経まして、コンクール当日

は各部門３団体ずつ、計１２団体に出場いただく予定となっており

ます。 

コンクールの実施結果につきましては、後日改めて御報告をさせ

ていただきたいと思います。 

 

 

(3) 令和５年度公設児童クラブの入所募集について 

教育長職務代理者 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、その他(3)について、生涯学習課長から説明をお願いしま

す。 

 

公設児童クラブは、東小沢小学校と中里小中学校を除く各小学校

内に開設しておりまして、全２３クラブ４３教室において、   

１,９０８人を募集するものでございます。 

募集期間等でございますが、申込書の配布につきましては、１１

月２１日から開始いたします。また、申込期間につきまして、新規

の方は１２月５日から１２月２３日まで、継続の方は１２月５日か

ら１２月１６日までとしております。 

申込書は、各児童クラブ、放課後児童センター、生涯学習課で配

布いたします。新規申込みの方は、教育プラザ内にあります放課後

児童センター、継続利用者は、各児童クラブへ申し込みいただくこ

とを予定しております。 

続きまして、周知でございますが、就学時健康診断で案内書を配

布するほか、１１月２０日号の市報及びホームページでお知らせす

ることとしております。 

入所者の決定は、令和５年２月上旬を予定しております。 

 



委 員 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

子育て支援、働く女性を応援していくという点で、これから重要

になってくる事業だと思います。入所希望者は年々増加している状

況でしょう。令和４年度の入所児童数は、日立市内の全児童の  

１５％くらいでしょうか。かなり多い数ですが、今後も増加してい

くと考えられ、それにきちんと対応していく必要があると思いま

す。現在、余裕教室を使用していると思いますが、足りなくなって

くることも考えられます。その辺の状況について、伺いたいです。 

 

児童クラブの整備状況でございますが、基本的には希望される方

全員を受け入れることができるように、利用数の少ない小学校４校

につきましては、今のところ１教室で進めておりますが、それ以外

の学校につきましては、まずは２クラス分の教室を確保していると

ころでございます。その中でも、利用者が特に増加している学校が

ございまして、大沼小学校につきましては、令和３年に３クラス目

を整備したところでございます。入所希望者が年々増加傾向にあり

ますので、対策が必要と考えております。昨年度からは、今年度も

含めまして、今のところ全ての小学校で受入れができている状況で

はありますけれども、来年度、日高小学校の教室の不足が懸念され

る状況もございます。学校とも増設について調整させていただいて

いるところでありまして、余裕教室だけで対応できないような状況

も出てくるということを想定しております。委託業者も含めまし

て、今後とも早めに見込みを立てながら、希望される方を全員受け

入れられるように、引き続き対応を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 

十分に対応をしていただきたいです。また、環境整備も大事です

し、委託業者との連携も密にやっていただくように、是非、抜かり

なくお願いしたいと思います。 

 

 入所要件について、要望です。保護者は、週平均１６時間以上か

つ午後２時以降まで就労していることとありますが、それに該当し

ない働き方の保護者もいらっしゃると思います。いろいろな就労形

態があると思うので、考慮していただき、保護者が働きやすい環境

づくりに協力いただけると良いと思いました。 

 

 今年度、できるだけクラブを御利用いただけるように、一時預か

り保育や土曜日の開設など、少しずつサービスを拡充しているとこ

ろでございます。一時預かり保育につきましては、介護等の負担軽

減やリフレッシュなど、要件を問わず御利用いただけるような形で

進めております。少しずつ利用が進んでいるところでございますの

で、まずは、こういったサービスの案内をして、御利用いただきた

いと考えているところでございます。 



以 上 

就労時間等につきましては、今後、実態を把握しながら検討して

まいりたいと考えております。 

 

 

(4) その他 

教育長職務代理者 

 

記念図書館長 

 

そのほか、案件はありますか。 

 

日立市立図書館開館６０周年記念事業について、御説明いたしま

す。 

昭和３７年１１月６日、市制施行２０周年記念事業として、現在

の教育プラザに記念図書館が開館いたしました。当時の蔵書冊数は

約９，０００冊でしたが、現在は、４館合わせて約８０万冊、年間

１００万冊以上が利用され、市民の皆様の本棚となっており、本年

が６０周年に当たります。 

記念事業として、日立市出身である佐々木ひとみさんの講演会や

パネル展示「日立市立図書館６０年の歩み」、本の展示「６０展」、

としょかんまつり等を開催いたします。 

事業のスタートである佐々木ひとみさんの講演会は、１０月３０

日に開催いたします。 

また、オリジナルブックカバーをホームページからダウンロード

することもできます。 

皆様の御来館を心よりお待ちしております。 

 

 

５ 次回の教育委員会の日程について 

教育長職務代理者 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 次回の教育委員会定例会の日程について、総務課長からお願いし

ます。 

 

令和４年１１月２４日（木）午後２時３０分から、日立市役所３

階３０４・３０５号会議室で開催予定です。 

 

 

６  閉  会  

教育長職務代理者 

 

 

以上をもちまして、教育委員会１０月定例会を終了いたします。 

 

 


